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昨
年
夏
の
お
白
石
持
行
事
か
ら

も
う
す
ぐ
１
年
。伊
勢
市
民
に
と
っ

て
は
20
年
に一度
の
晴
れ
の
民
俗
行

事
で
あ
り
、猛
暑
の
な
か
、心
ひ
と
つ

に
す
る
頑
張
り
時
で
も
あ
り
ま
し

た
。参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
は
、ま

だ
記
憶
に
新
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
そ
し
て
内
宮
、外
宮
の
お
白

石
奉
献
は
無
事
に
遂
行
さ
れ
、伝
統

を
つ
な
ぎ
、こ
の
時
代
の
伊
勢
の
歴
史

の一
節
と
し
て
綴
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
後
、10
月
に「
遷
御
」

が
行
わ
れ
、そ
れ
以
降
は
全
国
か
ら

多
く
の
方
が
新
宮
の
参
宮
に
訪
れ
、

３
月
に
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
御

親
拝
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
御
遷
宮
対
策
委
員
会 

関
連
事
業 

情
報
】

■お白石持行事は500年以上継承されている伊勢の民俗行事です。実施へのご理解ご協力をお願い申し上げます。

　

式
年
遷
宮
は
、ま
だ
完
了
で
は

な
く
、神
宮
の
別
宮
、摂せ

っ
し
ゃ社・末ま
っ
し
ゃ社・

所し
ょ
か
ん
し
ゃ

管
社
、全
１
２
５
社（
別
宮
14
、摂

社・末
社・所
管
社
１
０
９
）す
べ
て
が

御
遷
宮
の
対
象
で
あ
り
、内
宮
外
宮

同
様
に
、立
柱
祭
、上
棟
祭
な
ど
が
行

わ
れ
、社
殿
の
完
成
後
、遷
御
と
な
り

ま
す
。な
か
で
も
今
回
ご
紹
介
す
る
３

つ
の
別
宮
は
、伊
勢
の
ま
ち
の
な
か
に

あ
り
地
元
に
とって
も
、ご
く
身
近
で

大
切
な
お
宮
で
あ
り
、ご
縁
の
あ
る
奉

献
団
に
よ
る
お
白
石
持
行
事
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
別
宮
に
つい
て

知
って
い
た
だ
き
、下
記
日
程
で
開
催

さ
れ
る
別
宮
お
白
石
持
行
事
実
施
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◉
開
催
予
定

　
７
月
23
日（
水
）〜
29
日（
火
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時（
29
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

◉
会　
場

　
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ（
外
宮
前
）１
階・２
階

宮
澤
正
明 

写
真
展

「
伊
勢
神
話
へ
の
旅
」

松
原
豊 

写
真
展

お
白
石
持
行
事

「
伊
勢
の
町
衆
」

お
白
石
持
行
事・御
遷
宮
の

写
真
展
を
開
催
し
ま
す

１
階
ホ
ー
ル

　

民
俗
行
事
の
意
義
や
神
宮
と
生
き
る「
誇
り
」

を
年
長
者
が
若
い
衆
へ
、子
ど
も
へ
と
伝
え
、次
代
へ

繋
い
で
い
く
伊
勢
の
お
白
石
持
。

　

行
事
の
記
録
と
し
て
撮
っ
た
松
原
豊
氏
の
写
真

か
ら
伊
勢
の
町
衆
の
勇
姿
や
道
中
の
様
子
等
を
厳

選
し
て
展
示
。暑
い
夏
の
記
憶
が
甦
り
ま
す
。ぜ

ひ
、足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

２
階
ホ
ー
ル

　

今
回
の
御
遷
宮
の
集
大
成
と
し
て
制
作
さ
れ
た
御
遷
宮
対

策
委
員
会
公
式
写
真
集
の
発
刊
を
記
念
し
、長
期
に
わ
た
り
神

宮
を
撮
影
さ
れ
て
き
た
宮
澤
正
明
氏
の
写
真
展
を
開
催
し
ま

す
。東
京
六
本
木
ヒ
ル
ズ
、さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
で
も
、神
宮
の
素

晴
ら
し
さ
を
伝
え
、多
く
の
方
を
魅
了
し
た
作
品
の
数
々
。伊
勢

の
皆
さ
ん
に
も
改
め
て
観
て
い
た
だ
き
た
い
写
真
展
で
す
。

六本木での写真展の様子（平成25年）

●
松
原
豊
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
／
１
９
６
７
年
三
重
県
生
ま
れ
。

津
市
美
里
町
在
住
の
写
真
家
。
第
62
回
神
宮
式
年
遷
宮
で
は
御

遷
宮
対
策
委
員
会
の
記
録
撮
影
を
担
当
。
他
、
平
成
24
年
「
村

の
記
憶
」
写
真
展（
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン
）。平
成
25
年
写
真
展
「
生
き

る
」̶

 Post-TSUNAM
I 

（
日
本
写
真
家
協
会
主
催
）参
加
。
三
重

県
の
雑
誌
や
広
報
誌
な
ど
で
も
精
力
的
に
活
動
中
。

●宮澤正明氏プロフィール／1960年東京生まれ。日本大学
芸術学部を卒業後、赤外写真作品「夢十夜」にて写真会の
アカデミー賞ともいわれるニューヨークICP第一回新人賞を
受賞。帰国後はファッション・広告等幅広い分野で撮影を行
う。平成16年の神嘗祭の撮影をきっかけに伊勢神宮の取り
下ろしを開始。第62回式年遷宮奉納写真家として９年間に
及ぶ撮影作品を、写真集、映画など複数の媒体で発表。平
成26年３月、御遷宮対策委員会 公式写真集「遷宮」発刊。

入場無料

月 読 宮　平成26年9月28日（日）
　                     ●実施奉献団／四郷

倭 姫 宮　平成26年１１月30日（日）
　                     ●実施奉献団／二見連合、四郷、長峰連合、　
　　　　　　　　 宇治・二軒茶屋、  倭町（奉献順）
月夜見宮　平成27年2月22日（日）
　                     ●実施奉献団／宮後

　
２
月
５
日(
水)
〜
11
日(

火・祝)

に
開
催
さ
れ
た「
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ

り
」。昨
年
度
は
、御
遷
宮
年
を
奉

祝
し
て
大
雪
像
を
は
じ
め
、展
示
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベン
ト
等
大
規
模
に
実

施
。北
海
道
を
は
じ
め
、全
国
に
伊

勢
や
遷
宮
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。今

年
度
は
遷
宮
の
ご
報
告
と
い
う
意

味
も
含
め
伊
勢
ブ
ー
ス
を
設
置
し

「
伊
勢
神
話
へ
の
旅
」と
題
し
て
宮

澤
正
明
写
真
展
を
行
い
ま
し
た
。

■「
伊
勢
神
話
へ
の
旅
」

　
　
宮
澤
正
明
写
真
展

　
「
神
話
ゾ
ー
ン
」「
遷
宮(

新
宮)

ゾ
ー
ン
」と
し
て
、写
真
を
展
示
し

ま
し
た
。ブ
ー
ス
外
装
に
は
、二
見

平
成
25
年
度 
さっ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
伊
勢
ブ
ー
ス
出
展

興
玉
神
社
夫
婦
岩
夏
至
の
日
の
出

前
の
朝
焼
け
、冬
至
の
日
の
宇
治
橋

正
面
か
ら
の
日
の
出
、真
新
し
い
御

正
宮
の
屋
根
を
全
面
に
掲
出
し
、

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

■
札
幌
で
も
遷
宮
に
関
心

　

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
の
来
場
者

数
は
２
４
０
万
２
０
０
０
人
を
数

え
、
伊
勢
ブ
ー
ス
に
は
５
万
人
を

越
え
る
入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

伊
勢
と
し
て
は
出
展
５
年
目
と
な

る
た
め
「
毎
年
、
展
示
を
見
に
来

て
い
る
」
等
の
声
も
多
く
き
か
れ

札
幌
市
民
、
観
光
者
と
も
伊
勢
に

対
す
る
関
心
が
高
く
、
伊
勢
へ
の

誘
客
に
繋
が
る
効
果
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

室内写真展示風景

  　別宮のお白石持 　日 程 

平成６年　月夜見宮お白石持行事

平成６年　倭姫宮お白石持行事

平成６年　月読宮お白石持奉献

別
宮
の
御
遷
宮

　
内
宮
、外
宮
に
続
き
、今
年
度
は
別
宮
の
御
遷
宮
で
す
。

　
　
　
　
月
読
宮

　
　
　
　
倭
姫
宮

　
　
　
　
月
夜
見
宮　

　
　
　
　
　
　

 

３
つ
の
別
宮
で
お
白
石
持
行
事
も
実
施
し
ま
す
。


